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１ 背景と目的 

 中高年齢の障害者の就業継続に取り組む企業においては、

若年障害者の雇用とは異なる課題に直面したり、新たな配

慮を実施していることが想定される。障害者職業総合セン

ター（2021）では、企業を対象に、中高年齢（45歳以上）

の障害者に対して実施している配慮や、配慮を行ってもな

お残存する課題について調査を行った。その結果、多くの

障害で業務の遂行に関する配慮が実施されている一方で、

残存課題があり、その内容は、障害種別に異なっているこ

とが明らかとなった。例えば、配慮に関して「能力に応じ

た仕事内容の変更」が多くの障害で行われている一方、

「業務実施方法についての分かりやすい指示」については、

知的障害や精神障害で多く行われていた。同様に、残存課

題として、「仕事内容の設定」等は肢体不自由や内部障害

で多く挙げられていたが、知的障害や精神障害ではあまり

多くなかった。 

このような障害種類による配慮や課題に関する違いは、

障害特性だけでなく障害者が従事する仕事内容の違いの影

響も大きいことが想定される。中高年齢の障害者の就業継

続において職種転換が実施されることも多く、配慮のあり

方は障害特性だけでなく仕事内容との関係で検討する必要

がある。そこで本発表では、業務に関する配慮や課題につ

いて、障害者が従事する仕事の内容による違いがみられる

かどうかを検討することを目的とした。 

 

２ 方法 

(1) 調査手続 

 障害者職業総合センター（2021）で実施した企業調査の

再分析を実施した。本調査では、常用労働者30人以上の民

間企業7,000社を対象とし、1,243社から回答を得た。 

(2)分析に用いた調査項目 

 以下の３つの設問に対する回答を分析に用いた。 

①中高年齢障害者の従事している仕事内容 

障害種別に11項目（管理的職業、事務的職業、販売の

職業、農林漁業の職業、専門的・技術的職業、サービス

の職業、生産工程の職業、保安の職業、輸送・機械運転

の職業、建設・採掘の職業、運搬・清掃・包装等の職業）

のうち該当するものすべてに回答を求めた。 

②雇用している中高年齢障害者への配慮 

 「基礎的な職業能力の開発」（３項目）、「業務の見

直しや配置転換」（６項目）について配慮を実施してい

るもの全てに回答を求めた。 

③配慮を実施しても残存する課題（残存課題） 

雇用している中高年齢障害者への配慮を行ったうえで残

存する課題（53項目）の有無について回答を求めた。項目

の類似性により項目数を集約するため、クラスター分析に

より、「職業基礎能力に関する課題」として「話や指示の

内容を理解すること」や「本人の能力に応じた仕事内容の

設定」といった11項目に集約し、分析に用いた。 

(3)判別分析 

配慮実施又は残存課題の有無を独立変数、仕事の内容を

従属変数とした判別分析を障害種別に行った。障害種別ご

とに判別式と各従属変数のwilksのλ（２群の判別が十分

にできていることを表す指標）を算出し、いずれもが 

p < .05となった項目を統計的有意とみなした。 

 

３ 結果 

仕事内容について回答数の多かった「肢体不自由」（n 

= 335）、「内部障害」（n = 220）、「知的障害」（n = 

110）、「精神障害」（n = 174）を分析対象とした。 

(1)仕事の内容 

 障害種別に仕事の内容に関する選択率の上位３つを表１

に示す。肢体不自由、内部障害、精神障害で「事務的職業」

の選択率が最も高く、知的障害でも３番目であり、障害種

類を問わず従事が多い仕事内容であった。 

表１ 障害種類別の選択率が高かった仕事内容と割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)仕事内容による配慮の違い 

 肢体不自由では、「業務遂行を援助する者の配置」の判

別式が有意となった（wilksのλ = .94, χ2 (11) = 21.34, 

p = .03）。標準化正準判別関数係数の絶対値は「事務」

と「保安」が最も大きかった（表２）が、従属変数ごとの

wilksのλは「保安」のみ有意であり（p < .05）、「保安」

は、他の仕事内容よりも配慮が実施されていた【注】。 

－ 174 －



仕事内容 係数

管理 0.04

事務 0.70

販売 -0.13

農林漁業 0.28

専門・技術 0.42

サービス 0.33

生産工程 0.44

保安 0.70

輸送・機械運転 -0.09

建設・採掘 -0.23

運搬・清掃・包装等 0.66

仕事内容 係数

事務 -0.65

販売 -0.05

農林漁業 0.14

専門・技術 0.65

サービス 0.32

生産工程 -0.29

輸送・機械運転 -0.20

運搬・清掃・包装等 0.15

知的障害では、「個人の能力に応じた仕事の内容」の判

別式が有意であり（wilksのλ = .86, χ2 (8) = 20.95, p 

= .05）、標準化正準判別関数係数の絶対値は「事務」と

「専門・技術」で最も大きく、wilksのλも有意であった

（p < .05）。「専門・技術」は他の仕事内容よりも配慮

が実施されていたが、「事務」の係数はマイナスであり、

他の仕事よりも配慮が実施されていなかった（表３）。 

内部障害（wilksのλ = .91, χ2 (11) = 20.95, p = .03）と

精神障害（wilksのλ = .90, χ2 (11) = 20.98, p = .03）では

「配置転換等による人事管理面の配慮」の判別式が有意と

なった。標準化正準判別関数係数は内部障害、精神障害と

もに「事務」で絶対値が最も大きく、wilksのλも有意で

あったため（p < .05）、両障害とも「事務」の仕事にお

いて他の仕事内容よりも配慮が実施されていた（表４）。 

表２ 標準化正準判別関数係数（肢体不自由） 

配慮項目：「業務遂行を援助する者の配置」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判別的中率（交差妥当化済み）：71.8%  

 

表３ 標準化正準判別関数係数（知的障害） 

配慮項目：「個人の能力に応じた仕事の内容の変更」 

 

 

 

 

 

 

 

 

判別的中率（交差妥当化済み）：54.7%  

※回答がなかった仕事内容は分析から除外した 

 

【注】標準化正準判別関数は、各説明変数の目的変数に対する相
対的な影響力の大きさを表している。したがって、ここで
は係数の絶対値が大きく符号がプラスの場合は、配慮が他
の仕事の内容より実施されており、符号がマイナスの場合
は、他の仕事内容より配慮が実施されていないと解釈する。 

表４ 標準化正準判別関数係数（内部障害、精神障害） 

配慮項目：「配置転換等による人事管理面の配慮」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判別的中率（交差妥当化済み）：59.1%（内部障害）、 

66.2%（精神障害）  

 

(3)仕事内容による課題の違いについて 

 残存課題のクラスター 11項目のいずれかを課題として

選択したかどうかを目的変数、仕事の内容を仕事の従属変

数とした判別分析を障害種別に行った結果、いずれの障害

においても判別式は有意とならなかった。 

 

４ 考察と結論 

中高年齢の障害者での仕事内容による配慮内容の違いが

確認された一方で、残存課題が特に多い仕事や少ない仕事

は確認できなかった。中高年齢期の障害者の課題への対応

として職種転換が既に実施されている一方で、特に有望な

職種転換先が明確でないことを示唆する。ただし、判別的

中率が低いものもあり、解釈には留意が必要である。 

肢体不自由では保安職で「業務遂行を援助する者の配

置」、内部障害と精神障害では事務職での「配置転換等に

よる人事管理面の配慮」が多かった。知的障害では専門・

技術職での「個人の能力に応じた仕事の内容」についての

配慮の実施が多かった一方で、事務職では「個人の能力に

応じた仕事の内容」の配慮が少なかった。知的障害者は健

常者と比較して、加齢による体力の低下が大きいことが指

摘されている（島田, 2020）が、事務系の仕事内容は他の

仕事内容と比較して体力を必要とせず、専門・技術職のよ

うな仕事内容の変更の必要も少ない仕事内容であることが

示唆される。 
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内部障害 精神障害

管理 -0.19 0.31

事務 0.69 0.81

販売 -0.27 0.02

農林漁業 0.61 -0.13

専門・技術 0.31 -0.12

サービス 0.05 -0.24

生産工程 -0.17 0.04

保安 0.05 0.30

輸送・機械運転 -0.09 -0.03

建設・採掘 0.13 0.34

運搬・清掃・包装等 -0.14 0.12

係数
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